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 ＡＩ・ＩｏＴ等の活用・ＤＸ推進につながるデジタル人材育成業務 

公募型プロポーザル 実施内容等に係る質問及び回答 

 

令和５(2023)年７月26日 

公益財団法人栃木県産業振興センター 

No. 

 

該当箇所 

（内容） 

質問内容 回答 

１ 

 

４（１）⑤イ 

（２）⑥ウ 

 

（受託者負担

金の徴収及び

徴収方法） 

・受講者負担金は不要であれば徴収しなくて

もよいか。また、徴収する場合は、栃木県

産業振興センター様経由でよいか。それと

も、各企業様より受託業者に直接振り込み

などになるのか。 

 

 

 

 

 

・講座品質、受講意

欲、受益者負担等の

観点から、受講者か

ら負担金を徴収する

ことを想定していま

す。徴収は、受託者

が直接、各受講者か

ら徴収してくださ

い。 

 

・「受講者負担金」とは、委託契約金額の上

限を超える場合に、受講者から徴収するこ

とが可能であることを示すものであり、こ

の金額の上限額を設定されているとの認識

で良いでしょうか？ 

・受講者負担金の徴収

は、委託契約金額の

上限に関係なく、負

担金額の範囲内で徴

収が可能です。 

２ ４（１）⑤ア

（２）⑥イ 

 

（受講者の募

集、選定） 

   

・募集は、ホームページでの掲載など栃木県

振興センター様の支援的な位置づけでの支

援という位置づけでよろしいでしょうか。

それともすべて受注者側で一から募集を行

うということでしょうか。 

・受講者の「募集」における募集方法が予め

決まっているようでしたら、ご教示いただ

けませんでしょうか？例えば、貴センター

様よりメールアドレスをお預かりして一斉

メール送信する等。また、メール送信を実

施する想定の場合は、メールアドレス数も

ご教示いただきたいです。（社内システム

での運用可否を検討する為です） 

 

・募集の周知は、栃木

県産業振興センター

がホームページ掲載

や会員企業等へのメ

ールマガジン配信に

より行います。その

他の独自の周知や広

報の取組について

は、ご提案くださ

い。 

 

 

 

 

・受講者の「選定」とは、７（１）にて設定

された目標値を超える場合に何らかの基準

で絞り込むことを指している認識で良いで

しょうか？それとも、募集人数が定員以上

になった場合会場等の収容人数を想定して

の意味でしょうか。 

 

・「選定」とは、参加

者要件を満たす受講

者を定員内となるよ

う選定することを指

しています。 

 

資料３ 
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３ ４（１）⑤、

（２）⑤  

  ア、イ 

 

（開催場所、

開催方法） 

•デジタル人材育成研修はＷＥＢ開催でもい

いか？ 

 

 

 

 

•ワークショップはリアル開催ではなく全て

ＷＥＢ開催でもいいか？ 

 

 

  

・研修効果の上がる適

切な手法（リアル開

催、ＷＥＢ開催）を

適宜適切に活用くだ

さい。 

 

・仕様書４（２）⑥ア

のとおりです。全回

ＷＥＢ開催とするこ

とを想定していませ

ん。 

 

  

・デジタル人材育成研修で座学等を実施する

場合、リアル開催を想定されていますでし

ょうか？その場合は、ＤＸ推進ワークショ

ップと同様に、とちぎ産業創造プラザ様で

しょうか？ 

 

 

 

•ワークショップの開催場所について、県内

企業の方が参加しやすい環境等や公共交通

機関等の利便性を考え宇都宮駅東口交流拠

点（ライトキューブ宇都宮）で開催を行う

事に妥当性はあるか？ 

 

・e ラーニングを除

き、座学等のリアル

タイムの研修（リア

ル参加・ＷＥＢ参

加）の会場は、とち

ぎ産業創造プラザを

想定しています。 

 

・宇都宮市での開催

は、とちぎ産業創造

プラザを想定してお

り、それ以外での開

催は、宇都宮市以外

の市町や参加者企業

の現場での開催を想

定しています。とち

ぎ産業創造プラザ以

外を会場とする場合

は、会場選定理由の

他、カリキュラム等

も含めてご提案くだ

さい。 

 

４ ７ 目標値・

実績報告 

（１）目標  

  値 

•受講者の参加目標値は累計人数でいいか？ 

 

・累計人数ではありま

せん。仕様書記載の

とおり実人数（同一

人を重複カウントし

ない）となります。 

 

５ ８ 成果物の

提出 

（３）納入形 

  態 

・電子媒体：１式をＵＳＢメモリーに記録し

て提出とありますが、ＵＳＢも納品物とな

りますでしょうか。またはＣＤ－ＲＯＭ等

での納品でもよろしいでしょうか。 

 

・ＵＳＢも納品物とな

ります。ＣＤ－ＲＯ

Ｍ等の光学メディア

等での納品も可とし

ます。 
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６ ９ 成果物に

関する権利

の帰属

（３） 

・権利留保物について該当権利等を非独占的

に使用できるとこととするとありますが、

動画コンテンツやＷＥＢ教育は終了して

も、利用できるようにするということでし

ょうか。それとも紙などのテキストなどの

部分を指してますでしょうか。（例：当社

の Web サイトなど利用想定） 

 

 

※当社がもっているコンテンツをご利用頂く

場合、権利留保物に該当するものと考えて

おり、通常は利用期間など想定して ID/PW

などご提供してご利用頂くことを想定し質

問させていただきました。 

 

・ＷＥＢ教育は終了し

ても、動画コンテン

ツ等の権利留保物に

ついては、令和６

(2024)年３月 15 日

までは、受講者が利

用できる状況を想定

しています。 

 

・著作権の移転については、必須になります

でしょうか？ 

この状況が必須の場合に、ご提案不可の可

能性がございます為、ご質問させていただ

きました。ご相談の余地があるかどうかを

ご確認させていただければと存じます。 

・本業務のために新た

に作成した著作物を

対象としており、既

存のものは対象では

ありません。なお、

詳細については、ご

相談ください。 

 

 


